
　第２講座は『ＮＰＯ法人森は海の恋人』副理事

長の畠山信さんの講演が行われました。東日本大

震災のとき、畠山さんは船を守るために沖合へ出

たものの、大波を受けて船は大破し、

泳いで島にたどり着いたそうです。

震災当時の状況がスクリーン

に次々と映し出され、本当

に 悲 惨 な も の で し た 。

「人とのつながりが命を

救う」というお話が深

く心に残りました。

　第１講座は『ダウン症の娘と共に生きて』と題

し、書家の金澤泰子さん・翔子さんの講演が行わ

れました。母・泰子さんは、娘・翔子さんのエピ

ソードや子育ての苦労について話され、

「闇の中にこそ光はある」との言

葉が印象的でした。翔子さんは

迫力満点の書の実演を行い、

さらにはマイケル・ジャ

クソンのダンスも披露す

るなど、本当に楽しい

講演となりました。

 

 己抄呼さん

み　さ　こ

９/１２

決してあきらめない

                 

舞の海 秀平さん

まいのうみ　しゅうへい

ＮＨＫ相撲解説者 健康アーティスト

　第４講座は、健康アーティスト・己抄呼さん

による『笑う体操』の講演が行われました。背

骨のひずみを直す体操や腰痛を直す体操、猫背

を直す体操など、実生活に役立ついろいろな体

操を、実技を交えながら教えていただきました。

己抄呼さんが参加者の体操の

まねをし、それを見て会場

全体が爆笑に包まれるなど、

笑いの絶えない９０分間

となりました。元気を

もらえる講演で、今年

度の市民大学を笑いで

締めくくることができ

ました。

　第３講座は、ＮＨＫ相撲解説者・舞の海秀平さ

んの講演が行われました。「テレビでは本音を言

わず、差し障りのないことを言わないと仕事がな

くなる」など、テレビの裏話をユーモアたっぷり

に話されました。また、相撲界に入るには身長が

足りなかったが、

決して諦めず、

頭頂部にシリコ

ンまで入れて目

的を達成したと

いうお話に、い

つしか引き込ま

れるように聞き

入っていました。
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１８Kami１９ Kami

第１０回

香美市
市民大学

８/３０

  ダウン症の娘と
　　　共に生きて

金澤 泰子・翔子さん

書家

かなざわ　   やすこ　  　　しょうこ

９/１９

己抄呼の笑う体操

９/６

畠山　信さん

はたけやま    まこと

ＮＰＯ法人

森は海の恋人　副理事長

海と共に生きる
～震災復興と森は海の恋人～

めない

ん

　第４講座は、健康ア

による『笑う体操』の

解説者・舞の海秀平さ

「テレビでは本音を言

９/１

己抄呼の

８月３０日から９月１９日にかけて、
第１０回香美市市民大学が開催

され、延べ７３８人の
方が来場しました。


